
防コミの歩き方たずね歩き消防団
8月8～9日、竹の台小学校で1泊2日の

ぼうさいキャンプをおこないました。避難
所体験として始まったこのキャンプは今年
で6回目です。今年は参加者・スタッフ・幼
稚園・児童館などすべて合わせて約180人
と多くの方が参加しました。
●ぼうさいキャンプの目的・目標
毎年、夏休みにおこなっている、ぼうさ

いキャンプの目的は、防災の知識を伝えて
いくだけではなく、どんな状況に置かれて
も自分で考え、他の人とコミュニケーショ
ンをとり、臨機応変に行動する力を身につ
けることです。スタッフはもちろん、参加
者である子どもから大人まで多世代での問
題解決ができるようになることを目標にし
ています。
●自分の命を守るための訓練
防災の中で、基本的なことで最も重要

な「自分の命は自分で守る」を今年のテー
マにしてキャンプを実施しました。
今回のプログラムの柱は2本あります。

1本目は「考えること」です。もしプールで
自分が溺れたら…もし溺れている人を見つ
けたら…など「もしも」の時を考える訓練を
しました。自分が溺れないために、タオル
やランドセルなど身近にあるものを使い浮
く練習をし、溺れている人を見つけた時の
行動の仕方も考えて、実践してみました。
2本目は、「実際に見て自分の言葉で伝

える」です。夜のまち歩きでは、昼と違う
点や自分のまちをじっくり見ました。雨の
降る中、学校から自分の家まで2本の避難

経路を考えてもらい実際に歩き、感じたこ
とを伝える訓練をしました。いつも見守っ
てくれている110番の家に訪問し、夜のま
ち歩きで防災だけでなく防犯のことを考え
るきっかけづくりにもなりました。
●学生と地域のつながりを強化
私は5年前から地元の学生をメンバーに

防災Jr.チーム「ばんぶーふぁみりー」を作
り、地域の方々とイベントを作ってきまし
た。私たちのチームは、3つの目標を掲げ
て活動しています。
①子どもなりに発信源になること。
②子どもを通して防災を広げていくこと。
③このチームが懸け橋となり、竹の台全
体がひとつの家族になる。

この3つの目標を今後も、学生の得意な
ことと防災を組み合わせ、若い力で地元を
盛り上げ、地域全員が顔見知りになれる
きっかけづくりをし、地域と共に災害に強
いコミュニティづくりをしていきたいです。
（竹の台地区防災・防犯福祉コミュニティ　副会長・
防災Ｊｒ.チームばんぶーふぁみりー　代表

三好萌）

北消防団山田支団は、11分団、6班で
構成され、実員300人（4月1日現在）の団
員が日夜消防活動をおこなっています。
管轄区域である山田町は、北区の南西に

位置し、緑豊かな自然環境に恵まれた農村
地域と新興住宅地域が混在しています。分
団、班の詰所については、東は北神急行谷
上駅近くの「上谷上」から、西は箱木千年
家のある「衝原」、そして、南は「鈴蘭台」
に至るまで14カ所設置されています。さら
に昭和30年代後半からの宅地開発に伴い、
住宅地管轄区域は、北東側は有野町に接す
る西大池、南西側は長田区、須磨区に接す
るひよどり台までの広範囲に及んでいます。
●林野火災に対する警戒
今年、山田支団管轄内で出動したなかで、

3月8日の「中地区」の建物火災が特に印象
に残っています。現場は、丹生山・帝釈山
の麓に広がる山中で、地元の者でもわかり
にくい場所での火災発生となりました。消
防のヘリコプターが上空を飛びまわり、煙
が上がっているのが見えていたのですが、
火災現場までなかなか到着することができ
ません。また現場まで消防署の大型車両

が入って行けるような道ではなく少し難航
しました。そこで威力を発揮したのが消防
団の積載車です。小型動力ポンプで溜池
から給水し、数百メートルにも及ぶホース
を連結させて、消防隊と連携して消火活動
をおこないました。幸いにも大規模な火災
に至らずに鎮火し、林野火災を未然に防ぐ
ことができましたが、今後も引き続き林野
火災に対する警戒の強化を徹底していかな
ければならないと痛感しました。
●文化財防火デー消防訓練
管轄内には、農村歌舞伎舞台、箱木千

年家など貴重な文化財が数多くあります。
1月には、「文化財防火デー」に伴う訓練

として、国指定重要文化財「箱木千年家」で、
北消防署、衝原分団、坂本分団、山田防
災福祉コミュニティが参加して、合同訓練
を実施しました。
今回の訓練を通じて地域組織間の連携を

さらに深め、地域防災力の向上を図り、消防
団活動をおこなっていきたいと考えています。
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